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安八交番だより
295 車上ねらい被害多発

消防署だより
150

出水期に備えて早めの対策を

　毎年 ６ 月の梅雨時期から１０月にかけて台風や集中豪雨などにより、低い土地での浸水や河川の増水、土砂
災害が発生しやすい時期です。自ら気象情報や避難情報を入手し、早めの対策を行うように心掛けましょう。 
　台風や集中豪雨などの風水害に備えて、日頃から、家族で話し合い、家や周囲の点検をして、必要な箇所
の修理、補強をして、雨や風に対する万全の対策を講じておくことが重要です。
１　普段からの準備　～常に家の修繕と補強はしておきましょう～
　●　雨どいや側溝は常に水はけをよくしておく。
　●　瓦のずれや割れ、トタンのめくれなどは修繕しておく。
　●　家のまわりはいつも整理しておく。また、ブロック塀の修繕についても忘れずにしておく。
　●　崩れそうなところは柵や石積みで補強しておく。
　●　水路をつくって雨水が崖に浸透しにくくしておく。
　●　気象情報や河川の水位、土砂災害の危険度などの情報から「避難に関する情報」が発令されます。そ
　　　れぞれの情報内容を理解し、情報が発令された時の行動を、家族と事前に話し合い決めておきましょう。
２　避難勧告等が発表されたら自発的に避難
　●　市町村から「避難勧告」が発表されたら各自で速やかに避難を開始してください。
　●　高齢者・障がい者・乳幼児等は、避難に時間が掛かります。家族や施設管理者は、「避難準備・高齢
　　　者等避難開始」が発表された時点で、一緒に避難を開始してください。
　●　歩ける深さは男性で約７０ｃｍ、女性で約５０ｃｍが限界です。腰まで水深があるようなら無理しないで
　　　救援を待つ。
　●　服装は、活動しやすく、保温性があり、防水効果のあるものにする。裸足や長靴は厳禁です。ひもで
　　　しめられる運動靴を履く。
　●　側溝や用水路に落ちないよう、長い棒などを杖がわりして、安全を確認しながら歩く。
　●　高齢者や身体の不自由な人は背負うなどして一緒に避難する。はぐれないようにお互いひもなどで結
　　　んでおくと、子供連れでも安心です。
　●　火の始末・戸締りを確実にする。
　●　家族全員で隣近所と協力して避難する。　　　        　大垣消防組合消防本部予防課　☎ 87-1512

　大垣警察署では、多くの方が自宅や出先などで、時間や場所を問わず容易に管内の最新犯罪情報や防犯情
報が入手できるようにと、岐阜県警察公式チャンネル「ＹｏｕＴｕｂｅ」を活用した情報発信を行っていま
す。「ＹｏｕＴｕｂｅ」で「大垣警察署」と検索して、ぜひご覧ください。

大垣警察署ＰＲポリスによる警察署ニュース配信中

　４ 月21日から２２日の朝にかけて、大垣市や神戸町において駐車場
に停めてあった車の窓ガラスが割られ、車内からカバンや財布が盗
まれる車上ねらい被害が多発しました。
　今後、安八町地内においても同様の車上ねらい被害が予想される
ことから、次の点に注意してください。
◆車内にはカバンや貴重品を放置しないようにしましょう。◆車内にはカバンや貴重品を放置しないようにしましょう。
◆車から離れるときは確実に施錠しましょう。◆車から離れるときは確実に施錠しましょう。
◆駐車する際は、なるべく明るい場所を選ぶようにしましょう。◆駐車する際は、なるべく明るい場所を選ぶようにしましょう。
◆防犯ライトや振動センサーなど、盗難防止装置を活用しましょう。◆防犯ライトや振動センサーなど、盗難防止装置を活用しましょう。
◆不審者や不審車両を発見した場合は、ただちに110番通報。◆不審者や不審車両を発見した場合は、ただちに110番通報。


